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○ 

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
銀
行
が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
定
め
る
総
損
失
吸
収
力
及
び
資
本
再
構
築

力
に
係
る
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
平
成
三
十
一
年
金
融
庁
告
示
第
八
号
） 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の

よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
号
を
削
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

第
一
条 

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
一
条 

［
同
上
］ 

一 

［
略
］ 

一 

［
同
上
］ 

二 

総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額 

次
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。 

二 

［
同
上
］ 

イ 

［
略
］ 

イ 

［
同
上
］ 

ロ 

銀
行
に
あ
っ
て
は
、
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き

、
銀
行
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の

状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の
補
完

的
指
標
と
し
て
定
め
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
係
る
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
（
平
成
三
十
一
年
金
融
庁
告
示
第
十
一
号
。
以
下
「

銀
行
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
告
示
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
算
式
の
分

母
に
相
当
す
る
額 

ロ 

銀
行
に
あ
っ
て
は
、
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き

、
銀
行
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の

状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の
補
完

的
指
標
と
し
て
定
め
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
係
る
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
（
平
成
三
十
一
年
金
融
庁
告
示
第
十
一
号
）
第
二
条

の
算
式
の
分
母
に
相
当
す
る
額 

ハ 

［
略
］ 

ハ 

［
同
上
］ 

［
三
～
十 

略
］ 

［
三
～
十 

同
上
］ 

十
一 

最
低
所
要
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率 

別

表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に

掲
げ
る
比
率
を
い
う
。 

十
一 

最
低
所
要
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率 

別

表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に

掲
げ
る
比
率
を
い
う
。
た
だ
し
、
例
外
的
な
マ
ク
ロ
経
済
環
境
を
勘

案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
金
融
庁
長
官
が
別
に

定
め
る
比
率
と
す
る
。 

［
十
二
～
十
四 

略
］ 

［
十
二
～
十
四 

同
上
］ 
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（
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
の
計
算
方
法
） 

（
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
の
計
算
方
法
） 

第
二
条 

［
略
］ 

第
二
条 

［
同
上
］ 

２ 

国
内
処
理
対
象
銀
行
は
、
本
邦
に
お
け
る
秩
序
あ
る
処
理
の
実
施
に

当
た
り
預
金
保
険
機
構
に
事
前
に
積
み
立
て
ら
れ
た
資
金
を
資
本
再
構

築
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
の
算
出

に
当
た
り
、
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ

て
得
た
額
を
前
項
各
号
の
分
子
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

国
内
処
理
対
象
銀
行
は
、
本
邦
に
お
け
る
秩
序
あ
る
処
理
の
実
施
に

当
た
り
預
金
保
険
機
構
に
事
前
に
積
み
立
て
ら
れ
た
資
金
を
資
本
再
構

築
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
外
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
の
算
出

に
当
た
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
額
を
前
項
各
号
の
分
子
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

［
号
を
削
る
。
］ 

一 

最
低
所
要
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
が
十
六
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
場
合
（
第
五
条
に
お
い
て
「
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
段
階
適
用

の
場
合
」
と
い
う
。
） 

リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
額 

［
号
を
削
る
。
］ 

二 

最
低
所
要
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
が
十
八
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
場
合
（
第
五
条
に
お
い
て
「
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
完
全
適
用

の
場
合
」
と
い
う
。
） 

リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
三
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
額 

３ 

［
略
］ 

３ 

［
同
上
］ 

４ 

第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
総
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
額
が
、
国
内
処
理
対
象
銀
行
の
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
最
低
所

要
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら

、
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
額

を
控
除
し
た
額
を
上
回
る
と
き
は
、
第
一
項
第
一
号
中
「
最
低
所
要
リ

ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
要
内

部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
に
、
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
え
て
得
た
額
を
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
で
除

し
て
得
た
比
率
」
と
し
、
総
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
が
、
国
内
処
理
対

象
銀
行
の
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
に
最
低
所
要
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
、
リ
ス
ク
・
ア
セ

４ 

第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
総
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ

Ｃ
額
が
、
国
内
処
理
対
象
銀
行
の
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
最
低
所

要
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら

、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

を
控
除
し
た
額
を
上
回
る
と
き
は
、
第
一
項
第
一
号
中
「
最
低
所
要
リ

ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
要
内

部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
に
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
額
を
加
え
て
得
た
額
を
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
で
除

し
て
得
た
比
率
」
と
し
、
総
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
が
、
国
内
処
理
対

象
銀
行
の
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
に
最
低
所
要
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
、
第
二
項
各
号
に
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ッ
ト
の
額
に
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
を

上
回
る
と
き
は
、
同
項
第
二
号
中
「
最
低
所
要
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
に

、
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
に
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
額

を
加
え
て
得
た
額
を
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
で
除
し
て
得
た
比
率

」
と
す
る
。 

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額

を
上
回
る
と
き
は
、
第
一
項
第
二
号
中
「
最
低
所
要
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
ベ
ー
ス
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
比
率
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

額
に
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
を
加
え
て
得
た
額
を
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
で
除
し
て
得
た

比
率
」
と
す
る
。 

５ 

［
略
］ 

５ 

［
同
上
］ 

 
 

（
最
低
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
の
計
算
方
法
） 

（
最
低
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
の
計
算
方
法
） 

第
五
条 

海
外
営
業
拠
点
を
有
す
る
銀
行
が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
定
め
る
総
損
失
吸
収
力
及
び
資
本
再
構
築
力

に
係
る
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
っ
て
、
当
該
銀
行
が
国

内
処
理
対
象
銀
行
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
主
要
子
会
社
グ
ル
ー
プ

に
係
る
内
部
総
損
失
吸
収
力
及
び
資
本
再
構
築
力
（
以
下
「
内
部
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
額
」
と
い
う
。
）
は
、
各
主
要
子
会
社
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
算
式

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
の
い
ず
れ
か
大
き
い
額
（
国
際
統
一
基
準
行
に

該
当
し
な
い
主
要
子
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
算
式
に
よ

り
算
出
さ
れ
た
額
。
以
下
「
最
低
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
」
と
い
う
。
）

以
上
と
す
る
。 

第
五
条 

［
同
上
］ 

［
一
・
二 

略
］ 

［
一
・
二 

同
上
］ 

（
注

）
 

（
注

）
 

最
低

所
要

自
己

資
本

比
率

は
、

主
要

子
会

社
が

国
際

統
一

基
準

行
の

場
合

は
８

パ
ー

セ
ン

ト
、

国
内

基
準

行
の

場
合

は
４

パ
ー

セ
ン

ト
 

最
低

所
要

自
己

資
本

比
率

は
、

主
要

子
会

社
が

国
際

統
一

基
準

行
の

場
合

は
８

パ
ー

セ
ン

ト
、

国
内

基
準

行
の

場
合

は
４

パ
ー

セ
ン

ト
 

P
は

、
2
.
2
5
 

 
P
は

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ
段

階
適

用
の

場
合

は
２

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ
完

全
適

用
の

場

合
は

2
.
2
5 

L
は

、
３

パ
ー

セ
ン

ト
 

L
は

、
３

パ
ー

セ
ン

ト
 

た
だ

し
、

こ
の

算
式

中
の

「
L
×

P
」

に
つ

い
て

は
、

銀
行

レ
バ

レ
ッ

た
だ

し
、

こ
の

算
式

中
の

「
L
×

P
」

に
つ

い
て

は
、

第
一

条
第

十
一
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ジ
比

率
告

示
第

七
条

第
六

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

と
き

は
、
7
.
1

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

。
 

号
た

だ
し

書
に

規
定

す
る

金
融

庁
長

官
が

別
に

定
め

る
比

率
を

適

用
す

る
と

き
は

、
当

該
比

率
を

も
っ

て
こ

れ
に

代
え

る
こ

と
と

す

る
 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
要
子
会
社
の
親
法
人
等
で
あ
る
国

内
処
理
対
象
銀
行
が
、
本
邦
に
お
け
る
秩
序
あ
る
処
理
の
実
施
に
当
た

り
預
金
保
険
機
構
に
事
前
に
積
み
立
て
ら
れ
た
資
金
を
資
本
再
構
築
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
額
の
い
ず
れ
か
大
き
い
額
（
国
際
統
一
基
準
行
に
該
当
し
な
い
主

要
子
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た

額
）
を
最
低
所
要
内
部
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

［
同
上
］ 

［
一
・
二 

略
］ 

［
一
・
二 

同
上
］ 

（
注

）
 

（
注

）
 

Q
は

、
1
8
パ

ー
セ

ン
ト

 

 
Q
は

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ
段

階
適

用
の

場
合

は
1
6
パ

ー
セ

ン
ト

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ
完

全
適

用
の

場
合

は
1
8
パ

ー
セ

ン
ト

 
R
は

、
3
.
5
パ

ー
セ

ン
ト

 
R
は

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ
段

階
適

用
の

場
合

は
2
.
5
パ

ー
セ

ン
ト

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ

完
全

適
用

の
場

合
は

3
.
5
パ

ー
セ

ン
ト

 
L
は

、
３

パ
ー

セ
ン

ト
 

L
は

、
３

パ
ー

セ
ン

ト
 

P
は

、
2
.
2
5 

P
は

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ
段

階
適

用
の

場
合

は
２

、
Ｔ

Ｌ
Ａ

Ｃ
完

全
適

用
の

場

合
は

2
.
2
5 

た
だ

し
、

こ
の

算
式

中
の

「
L
×

P
」

に
つ

い
て

は
、

銀
行

レ
バ

レ
ッ

ジ
比

率
告

示
第

七
条

第
六

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

と
き

は
、
7
.
1

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

。
 

た
だ

し
、

こ
の

算
式

中
の

「
L
×

P
」

に
つ

い
て

は
、

第
一

条
第

十
一

号
た

だ
し

書
に

規
定

す
る

金
融

庁
長

官
が

別
に

定
め

る
比

率
を

適

用
す

る
と

き
は

、
当

該
比

率
を

も
っ

て
こ

れ
に

代
え

る
こ

と
と

す

る
 

 
 

備
考 

表
中
の
［ 

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。 

 


